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№２６５９ 第１２回例会 ２０２１．１１．２５ 晴 
点 鐘：神子勝美 会長 

進 行：白石幸久 副 SAA 

ソング：我らの生業 

 

会長挨拶 

神子勝美 会長 

 

 ご安全に！！ 先週は、カバナー公式訪問対応

ありがとうございました。これからも楽しいクラブ活動

にしていきたいと思います。 

 三委員会合同セミナーに参加してきました。内容

としてはカバナーの挨拶から始まりました。印象に

残った報告ですが、クラブ奉仕・会員増強・基盤向

上委員会委員長による、千葉ＲＣの会員増強の説

明があり、企業の多くあるところとないところのさが

出ているように思いました。南に下がってくるに従い

地域性を出し、会員増強をしていかなければならな

いと感じました。又、フードロスに目を向けフードバ

ンク千葉に奉仕・協力をしているとのことでした。 

 ゆっくり入浴法について、日本にはたくさんの温

泉があり小旅行の人気№1 です。私は、どちらかと

いうとシャワーだけ浴びる「カラスの行水」で、あまり

ゆっくりと湯船につかるのは苦手ですが、疲れを取

るには長くつかるのが良く、ストレス解消には大いに

効果があると聞いています。 

温泉には、良く「何々に効く」という適応症が書い

てあり、鉱物によって、多少、効能が違うようです。

「美人の湯」に入っても、顔のつくりが変わるわけで

はないが、肌がスベスベときれいになって若返るか

もしれませんそんな気分も楽しんでみてはどうでし

ょうか。また、その土地の料理も楽しみの一つで、

毎日、毎日、今日の夕飯を何にしようかと悩んでい

る主婦にとっては、上げ膳据え膳の食事だけでもゆ

っくり出来て、開放感が味わえるのではないでしょう

か。温泉でゆっくり力をたっぷり味わいましょう。 

 

幹事報告 

岡田良弘 幹事 

1. 木更津ＲＣより例会変更・休会のお知らせ回覧。 

１２月２日（木）ガバナー公式訪問 

１２月１６日（木）親睦夜間例会 

  １２月２３日（木）休会 

  １２月３０日（木）休会 

2. 木更津東ＲＣより例会変更のお知らせ回覧。 

１２月２２日（水）オークラアカデミアパークホテ

ルにて、クリスマス家族夜間例会 

１２月２９日（水）休会 

3. 三委員会合同セミナーの資料を回覧。 

 



 

  

卓話 

『財団および地方創生と人口減少について』 

渡辺 務 会員 

 

１．ロータリー財団の寄付依頼について 

先日お願いいたしましたが、今年度はクラブでま

とめて寄付をするという事ではなく個人の意思によ

り額を決めてご寄付いただきたいと思います。さら

に重ねてのお願いですが、財団への送金の都合も

あり、できれば前期後期各１万円をお願いしており

ますが、可能な方は今年中にご寄付いただけると

会計さんにとってもクラブの実績にとってもありがた

いのでご協力をお願いします。 

２．地方創生と人口減少 

２０１４年ローカルアベノミクスを歌い安倍政権の

時に始められた地方創生の施策について少し考え

るようになりました。 

話は飛びますが私をはじめ、皆さんの中で髪の

毛の薄い方はこのお話よく理解できると思いますが、

髪の毛が薄くなるのと、その対応の有効性について

お話します。私は３０歳台後半から少しずつ髪の毛

が薄くなり始めました。ある時「あっ、俺って禿げる

んだ。」と衝撃を受けた記憶があります。それ以来、

ありとあらゆる手段と資本を投下して髪の毛の確保

をしてまいりました。今の私の現状を見て皆さんは

どうお感じになりますでしょうか？「結構進んでいる

ね。あまり努力の効果が出ていないんじゃない？」

とお感じのかた、私の妻と同じ意見です。妻は「そ

んなに努力しても全然結果に表れないじゃない。」

といいます。しかし私の言い分は「これだけ努力し

ているから現状があるのであって、何も手を施さな

ければもっと大変な事態になっている。」と感じてい

ます。何を言おうとしているかというと、富津市の人

口減少問題。私が議員初当選した１４年前は約５万

人でしたが、現在は約４万２千人。ものすごい勢い

で人口減少が進んでいます。近隣市の中でも出生

率が格段に低く人口減少率も同じ状況です。 

では今まで、行政や私たち議員は何もしてこなか

ったか？いえ、私たちなりに子供医療費の補助や

ひとり親世帯への取り組み、幼稚園・保育園への助

成だけではなく、働く場の確保や所得向上に資す

る取り組み、社会資本整備等様々な施策を展開し

てきました。しかし先ほどの禿げの話ではないです

が、何も効果が出ていないのでは？と指摘されても

仕方がない状況が現実味を増しています。もしかし

たら我々は全くお門違いの見当はずれな施策を打

ってきたのではないか？少し立ち止まって再検討

する必要があるのではと個人的に考えるようになり

ました。 

私は好きで、地域の活性化をどうしたら良いか考

えいろいろ網を張り巡らして情報のアンテナを高く

持とうと心がけていますが、先日ＬＩＦＵＬＬ ＨＯＭＥ

Ｓ総研というところ（不動産業者の研究機関）が出し

た「地方創生のファクターＸ」という資料を入手しま

した。これ非売品ですが頒布する部数が決まって

いるので抽選を経ていただいた私にとっては貴重

な資料です。全国の都道府県ごとの住まいや居住

地に関するアンケート調査の結果報告ですが、加

えて何名かの学者や専門家の分析が掲載されてい

ます。 

簡単に結論を言うと、子供を産み育てる女性の

多くが地方から大都市、特に東京に集中する傾向

があること。そしてその東京に在住する出産適齢期

の女性の子育ての環境が整っていないから出生率

が低く子供が増えないというのは以前から指摘され

てきたことですが、この資料のファクターＸ、つまり

新たにわかってきた少子化の要因は、特に高学歴

化する女性のほとんどが地方に戻りたがらない別の

要因があるのだという事が見えてきたのだというお

話です。女性が男性並みに４年制大学に進むなど

高学歴化し、結婚出産後も働くことが前提となった

現代では東京、特に都心の近くに住む方が 

① 多様な職種が大量にあり仕事の選択肢が多い。 



 

  

② 高収入を得られるチャンスが多い。 

③ 魅力的な男性に出会えるチャンスが多い。 

④ 地方・親元のように早く結婚しろと言われにくい。 

⑤ 地方のように嫁とみなされて余計な仕事が増え

ない。というメリットがある。そのため女性が東京

に引き付けられるのだということがわかってきま

した。 

一方で地方の男性は世間体を大事にしたり、普

通であること、みんなと同じであることを求める傾向

が強くなり、長く積み上げてきたやり方やルールを

変えるのに抵抗を感じる人が多いといわれています。

ひとことで言うと「定住型男性」と「移住型女性」の差

が大きいので地方の男性はモテないのだと結論づ

けられています。都心に住んだ方が通勤時間も短

く、ライフスタイルや価値観の多様性があり、寛容度

が高い事。これが、女性が都心を選ぶ理由なのだ

という事です。 

では地方議員としてどんな対策を打つべきか？ 

① まずは都会的な仕事が、地方ででき 

るようにすること。流山市で実践して効果が出てい

るのが女性の就労・企業を支援すること。三浦展と

いう社会学者が書いてありますが、地方の女性が

家の近くで働くとなるとスーパーのレジ打ちくらいし

か無い。そんな地域では高学歴で就業経験も長い

現代の女性には全く魅力のない地域となってしまう

のではないか。また最近では少し事情が変わってき

て在宅勤務やフリーランスの活躍できる体制づくり

も有効なのではといっています。 

② ５０歳台以下にバトンを渡すチャンス。 

若者が東京に行って仕事につき活躍するとなかな

か地元に戻ってこない。戻ってくるのは定年後と相

場が決まっている。その結果地方のまちでは５０台

はまだ若造で８０歳台の意見ばかりが通り６０台で

何とか自分の意見がすこしいえるようになるというの

が現実。６０歳台以上は普段は若い人の自由な行

動を見守り、ベテランは彼らから相談を受けたら話

に乗ってやるくらいがちょうど良い。 

③ 女性の娯楽の提供 

地方が女性にとってワーカブルになり男性並み

に働くようになると、女性に対する娯楽が重要となっ

てくる。例えば女性が仕事を終えると保育園に預け

た子供を迎えに行き帰りに買い物をする。従来の

女性は即帰宅するが現代のママはカフェで一休み

する。グラスビールかグラスワインを１杯くらい飲ん

でその後帰宅し食事を作り子供に食べさせながら

自分も食べる。８時くらいになると夫が帰宅する。昔

なら夫の為の料理を作るところだが、現代女性はそ

んなことはしない。夫に子供を預けて自分は再び飲

み屋に行き２杯目、３杯目の酒を飲み焼き鳥を食べ

る。こんなスタイルの女性がいるのは事実。昔なら

女性なのに、母親なのにと批判されたであろうスタ

イルが今起こりつつある。 

今や夜の娯楽は男性の為だけではないという事

を確認できるようなまちに女性が集まってくるのかも

しれない。 

これらの考察に、私は大変興味を持ちました。新

しい視点、これからの女性の考え方に注目すると人

口減少に歯止めをかける切り口が見えてくるのかも

しれないと思いました。 

 

『ミツバチだより』 

渡辺哲夫 会員 

 

私が趣味で日本ミツバチの飼育をしていることは

既に皆さんご存知のことと思います。そこで改めて

これまでの経過と今現在の状況について少しお話

をさせて頂きたいと思います。 

２０１８年４月より野生の日本ミツバチの捕獲に成

功してから３年が経過しました。この年に素人の私

は参考書物を見ながら手探りで独自に巣箱（丸太

式、重箱式巣箱）を制作して設置したところ、奇跡

的に５群の捕獲に成功しました。（自宅の庭と実家

の山で） 



 

  

しかし、２０１９年の台風１５号により１群を残し４群

が被害を受け巣箱が倒壊し、倒壊した巣箱のミツバ

チは全て逃げてしまいましたが巣箱から蜂蜜を少し

だけ採密することが出来ました 

そこで昨年（２０２０年）ですが、再度捕獲にチャレ

ンジし、新たに４群の捕獲に成功し５群となりました

が、今年の夏に２群が原因不明（農薬、ダニ、スム

シ）で死滅してしまいました。現在は３群の巣箱の

管理をしているところです。来春になったら新たに

捕獲をすべく準備をしています。 

 

『マザー牧場の近況』 

石井智信 会員 

皆さまこんにちは。いつもながら、マザー牧場の

近況を少しお話しさせていただきます。 

緊急事態宣言が解除されてから、個人のお客様

の来場は少し減りました。宣言解除に伴い、インド

ア系の施設をはじめとして行き先の選択肢が増え

たことや、ちょうど紅葉のシーズンを迎えて北関東

を目指す人が増えたことなどが背景にあると推測し

ています。 

一方で、昨年同様に学校団体の来場は宣言解

除に伴い増えています。春に予定されていた遠足

などが秋に延期となり、一斉に来場しはじめた状況

です。 

さきほど富津市の人口減少についての卓話が渡

辺努会員からありましたが、マザー牧場としても場

内スタッフの募集をしてもなかなか集まらない状況

が続いており、人員の確保が業容の維持・拡大に

直結する時代になったと痛感しています。 

まとまりませんが、引き続きよろしくお願いします。 

 

ニコニコＢＯＸ 

飯島由美 親睦担当部員 

渡辺 務  卓話をさせていただいて。 

渡辺哲夫      〃 

朝月真次郎 年の瀬に気持ちはなりました。 

相川恵津子 卓話を聞いて 

 

 

出席報告 

若鍋武良 出席担当部員 

区分 会員数 出席 欠席 MUp 出席率 

今 回 34/32 24 8  75.00% 

前 回 34/34 34 0  100% 

前々回 34/31 22 9  70.97% 

 

１１月度１００％例会出席会員 

相川恵津子  神子勝美  林 雅彦  

飯島由美  朝月真次郎  栗原典子   

岡田良弘  岡元 誠  須藤 隆  

若鍋武良  渡辺哲夫  山下 厚   

榎本守男  平川恵敏  小野恒靖  

三枝一雄  椎熊邦広  渡辺 務   

高橋裕之  

 

理事会報告 

1. １２／５（日）少年野球大会 神子会長参加 

2. ロータリー横断幕 のぼり（子供食堂共）岡本会

員にプランニングをお願いする。 

3. ロータリージャンパーは朝月先生にデザインを

考えて頂く。 

4. 子供食堂１２／３（金）。 

参加（栗原、相川、飯島、平野会員） 

クリスマスプレゼント ６０個用意 

お菓子５００円位×６０個 おもちゃ（会長用意） 

5. １２／２（木）誕生祝い 年次総会。  

卓話 相川会員 高橋会員 

6. １２／９（木）卓話 山下会員 

7. １２／２３（木）夜間家族例会実施 会費無し。 

8. 旅行（日帰り、泊り）企画する。 （担当 親睦） 

 

 


